
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

グウェン

オートマトン

ステーシー

ステーシー

17

絶望

31

煉獄

9
26:パーティー

65:かわいい服

大切な人

友人

事件

花園

死体の山

私とシモツキは、中学校からの友人だった。  一目ぼれというのだろうか、シモツキと初めて会った時から、 好きだったような気がする。

私とシモツキは、中学校からの友人だった。 そんなシモツキから、ある日こっそり教えてくれたことがある。 なんでも、彼氏ができたらしいとのことだった。

夏休みが終わって、始業式。 なぜかシモツキの机の上には花瓶がおいてあり、一輪の百合が挿してあった。 その事実を、私は呑み込めなかった。 …どうやら、シモツキが自殺したらしい。 どうも、彼氏と心中したらしかった。

満開の花園。あなたは花の冠を作っていたのか、それとも歌いながら散歩でもしていたか。 どこまでも広がる花の中でいた、その時間は間違いなく幸せで。 今も時にはうわの空で、その記憶にひたってしまう。

目の前でバタバタと人が倒れ、痙攣しながら死んで行く。 見えない銃で撃たれたように。 あなたは一人、ぼんやりとそれを見ている。 やがて、保護服を着た一団がやって来た。それから……それから、何があったのだろう？

2 0 3

2 1 3

0 0 0

たからもの

エリス

シモツキ

キャルティ

依存

独占

友情

嫌悪

3

3

1

0

0

0

パーツとして所持。破壊で狂気点+1

頭

頭

頭

頭

腕

腕

腕

腕

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

胴

胴

胴

脚

脚

脚

脚

ポジション

のうみそ

めだま

カンフー

あご

みんなで取ったプリクラ

手鏡

ランチャー

かた

うで

バール

こぶし

棺桶

救急箱

あるびの

うろこ

せぼね

はらわた

はらわた

やぶれひまく

ほね

ほね

あし

援護

オート

オート

オート

アクション

オート

オート

オート

アクション

アクション

ジャッジ

アクション

アクション

オート

ダメージ

オート

ジャッジ

ダメージ

アクション

オート

オート

オート

ダメージ

アクション

アクション

ジャッジ

オート

オート

3

2

4

4

1

3

2

2

なし

1

1

1

0

3

3

1

効果

0

0

1-2

自身

0

0

0

自身

0-1

自身

自身

自身

自身

自身

0

0-1

2

1

1

肉弾攻撃１

たからもの

たからもの

砲撃攻撃4+爆発

移動１

支援１

白兵攻撃２、攻撃判定の出目+1

肉弾攻撃１

防御２。戦闘終了時に破壊されていなければ、自身のパーツ2つを損傷前の状態にする

戦闘終了時に破壊されていなければ、姉妹の基本パーツ3つを損傷前の状態に戻してよい

支援１

防御２

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

防御２

移動１

移動１

妨害１

1Tに一回、他の姉妹のアクションマニューバのコスト0、自身の行動値-1
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